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青葉奨学会から支援を受けているホーチミン市の高校生、フィン・ ファム・ トゥアン・

/ン 君が 9月 28日 、約 1週 間の奨学生派遣プログラムで来 日、高崎市の高校生 との交

流をはじめ、里親 とも面会 しました。

べ トナムのアン君

日本の里親に面会 高経大附高を訪れ交流
日本国内の里親から奨学金の援助を受けてい

るベ トナムの高校生、フィン・ファム・ トゥ

アン・アン君 (16)が 29日 、高崎市の高崎経

済大学附属高校を訪れ、生徒自治会の役員と

懇談、空手や柔道部などの部活動を見学した。

アン君はホーチミン市の郊外にある高校

(1200人 )の 2年生。日本人が学費などを援

助、里親になつている「ベ トナム子供基金」

(会員数450人)を基にした奨学金を受けて
いる。この奨学生の中から、学業が優秀で精

神的にも自立している生徒を選んで、日本の

里親に面会、同年齢の高校生と交流してもら

う。この制度で来日したのは、 2年前の金沢

市に続いて 2度 目。高崎市では同基金の会員

で山名町の会社員、清水勇治さん (55)方に

宿泊、前橋工科大に留学中のベ トナム人学生、

トリン・バァン・ビィンさん (22)さ んが通

訳を引き受けた。

高経大附属高校では英語を使つて意見交換。

「将来は経済関係の仕事をしたい」と夢を語

り、 「ベ トナムでは景気が上向き、社会全体

が活発になつている。でも、物価も上昇し学

費は月2000円 にもなつた。日本の高校はどう

か」など熱心に語りかけた。さらに、柔道や

空手、野球、サッカーなどの部活動をじつく

り見て回つた。

アン君は、県内外の観光、福島県内の里親

を訪ねるなどし、 4日 に帰国する。 (写真説

明)高経大附属高校の生徒と学生生活など語
り合 うアン君 【10月 1日付上毛新聞】

編集部注 :本文中に「2年前の金沢市に続い

て 2度 目」とあるのは、正しくは「3度 目」

です。奨学生派遣プログラムは、1998年の北

陸ベ トナム友好協会、99年のベ トナム青薬奨

学会沖縄委員会に続き、今回ベ トナム子供基

金が受け入れました。
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アン君のホームステイ
群馬県高崎市山名町 清水勇治 日泰代

アン君のホームステイから2か月余が過ぎま

す。おそまきながら高崎でのホームステイの

様子をお伝えすることにします。

いろんな機会というものは重なるものです。

私たちは群馬県国際交流協会が主催の地球市

民講座 「タイを知ろう」 「ベ トナムを知ろ

う」に参力日していました。初回の講師、宇戸

清治さんは新星学寮出身でした。

折しも、ベ トナム子供基金からホゥエ先生

との懇談会に出席し、いつもながらの先生の

活躍に感激しました。同じ群馬県の榛名町か

ら清水匡・洋子ご夫妻が出席されていました。

子供基金の窪寺裕子様からは今年前橋工科大

学に入学した トリン・ヴァン・ヴィンさんを

紹介されました。そして、今回のホームステ

イのお話があつたのです。もう1人、高崎経

済大学にお勤めの吉田健一さんは、ベ トナム

で開催する大学フェアを控えて 「ベ トナムを

知ろう」に参カロされていました。さつそく顔

見知 りのよしみで、アン君と高校生との交流

のために附属高校への紹介をお願いしました。

9月 29日 、高崎駅でヴインさんと合流し、

アン君と子供基金の南さんを迎え、高崎経済

大学附属高校を訪問。国際交流委員会、生徒

自治会、教務部、英語科の連名で大変立派な

「ベ トナム高校生来校プログラム」とともに

迎えていただきました。生徒自治会役員との

自己紹介、プレゼント交換での打ち解けた交

流、校内施設・空手や弓道などの部活動の見

学に、アン君はとても積極的に参加し、たち

まち予定の時間となつてしまいました。

帰宅すると、これからがホームステイ本番。

ヴィン&アン組が食事作 りを手伝い、アン君

を心待ちにしていた近所の中学生、坪川朋子

さんが加わり、楽しい夕食となりました。

9月 30日 、近くの小学校の運動会を見に出

かけました。小学校に隣接する幼稚園では、

園の先生がアン君を園児に紹介してちょつと

した交流会になりました。アン君は 1日 にし

て、日本の幼稚園児から高校生までに接した

ことになります。

午後は茶道です。田中喜美子さんと磯崎重

子先生が見事な茶室に迎えてくださいました。

掛軸、お花、お釜だけの広い空間は心地よい

ものの、正座はつらいようでした。アン君は

お抹茶が気に入つたようで、特に和菓子には

ご機嫌でした。また、自分で,点て、自分でい

ただくスーパー体験もしました。

夕方は、アン君の歓迎会。館林が自宅のグ

エン・ディック・ホアンさんはアン君の通訳

も兼ねて、遠路をいとわず駆けつけてくださ

り、総勢15名 のパーティーとなりました。ア

ン君は味を確かめ確かめしながらヌクマムの

たれを作り、ホアンさんの奥様は絶品の生春

巻きを作つてくださいました。他の参カロ者も

各々 1品を持ち寄り、それは豊かな食卓とな

りました。アン君と中学生の 3人は仲良く話

がはずみ、にぎやかな歓迎会でした。

10月 1日 、付属高校での交流記事が上毛新

聞に載 りました。高崎駅へ向かう途中、名所

を訪ね、市役所の最上階でぐるつと市内を展

望、あつという間の観光を終え、新幹線に一

人乗つてアン君は東京へ向かいました。

子供基金の近藤さん、南さん、ホーチミン

の高橋さんお世話様でした。楽しかつた I

後日、ハノイで学校建設にかかわつている

知人の広田さんから連絡があつたり、吉田さ

んがベ トナムでの大学フェアから戻られたこ

とで今回のひと区切りができたようです。11

月11日 、群馬県国際交流協会は設立10周年記
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念に、明石康さんを招いて 「グローバル化と

日本」とい う講演を行いました。ひと区切 り

とまた次への心構えでしようか。新星学寮、

アジア文化会館の卒業者である私たちにのと

ころに、アジアの若い人たちが訪れ、帰つて

いきます。サクサクとした日常の付合いをこ

れからも続けたいと思つています。

里親 の芳賀 さん と一緒に、郡 山市にて。

高崎経済大学附属高校では、積極 的に部

活動な どを見学 しま した。

アン君 と中学生の 3人 は仲良く話がはず

み、にぎやかな歓迎会でした。
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ベ トナム現地紙「サイゴン解放」 (9月 21日 付)で も紹介

ヴ ォー・ テ ィ・ サ オ高校 の学 生 、 日本 での交流 ヘ

2000年 9月 20日 午後、 日本航空

で ヴォー・ティ・サオ高校 2年

のフィン・ ファム・ トゥアン・

アン君 (16歳 )に 日本への航空券

(50%の値引きで約 500ド ル )が

渡 された。アン君 は 9月 27日 に

ホーチ ミンを出発す る。 8日 間

の 日本滞在 中、高崎で 日本 の高

校生 との交流や、東京で里親 と

会い、 これまでのお礼 を述べ る

予定だ。アン君は、家庭は貧 し

いが成績がよく、 1997年 か らド

ンズー 日本語学校 の青葉奨学会

か らこれまで奨学金 をもらつて

い る。今年は約 1200名 の奨学生

のなかか ら彼が選 ばれて 日本に

行 くことに決定 した。

Mtt hoC Sinh T『ばれg V6 Thi Shu d虫 や 面

ChiSu 20-9-2000, dai dion 11・ ang Hよ1lg にh6ng
Nhat Bdla(JAL)dS trao v6 mhy bay(h5trザ 500/rJ giと
vる kh()よ 13g500 USD)cho cH,Wu,I,I】 Ph41れ TUざnハnh,
16 tudi.119c、 i11111(,p ll Trt配 ,ng l'「 1'71ヽ 1l v5′ 1'hi Shu

(と ,7/1tt Nビ占y27-9,cin Tuざn Allll sむ 10n d」 JnBr di Nhat
Bよ n ti・ong thも i gian 3 ngユ y tham gia chuJng trinh
giao lutl vbi〕19c sinh cFp 3し 'Fそ】kasaki c5ng nh」 gBP
Iれユt VA chm Jn chc an ilhan t l｀ Okyo vよ 協ng hoc
石5,lg chO cna.Em Tuざ n Anh〕よ〕19c sinh nghむ o,h9c

懇'吾〓:評鮮絆説常t岸鶏;絆三深
dtrJc ch9n trOng sJ 1 200 11(,c silih trong cよ Ilujc dtrJc

h9cl)心,lg dd ctl di giao lllu t4i Nhat Ban

Q.H.

アン君からの手紙
子供基金のみなさま、 日本から戻つてはや 1か月ちかくが過ぎ去 りました。 日本

での 日々は興味深 く、またとても強い印象 を受 けました。 これ らの 日本での 日々

を私は忘れないで しょう。なかでも以下のことが印象に残 つています。

松並 さんのご家族 と一緒に夕食 をたべたこと、高崎の清水 さんのお宅に滞在で

きたこと、ベ トナム人の先輩たちと蒼生寮で ともに暮 らせたこと、ベ トナム人の

先輩たちと遊びに行 けたこと、南 さん と電車でいろいろな ところへ行 つたこと、

近藤 さんといろいろ話ができたこと。

子供基金のみなさま、そ して私のことをいろいろ助けて くれたみなさま、なん

とお礼 を言つていいかわか りません。清水 さんご夫妻、松並 さんのご家族のみな

さん、里親の芳賀 さん、近藤 さん、南 さん、またいろいろご迷惑をおかけしたベ

トナム人の留学生の先輩のみなさま、あ りがとうございま した。いつの 日か、ま

た 日本へ行 きたい と思います。

ホーチ ミン市  2000年 10月 27日 フイン・ファム・ トゥアン・アン

giao llFu tai Nhat Bttn
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7月 29日 に開催 した 「ホ クエ さんを囲む会」に参加 された千田幸子 さん よ りお手紙 をいた

だきま したので、 ここに紹介 します。 (編集部 )

べ トナムを再建できる人材のために

ホゥエ先生との懇談会では、幸運にも私の出張

と重なり出席させていただくことができました。

日ごろ仕事に追われ、少し立ち止まつて考える

機会の少ない私には貴重な時間でした。ありが

とうございました。和気あいあいのお話の中に

も、ホゥエ先生の「ベ トナムを再建したい」と

い う情熱や、30数年来の皆様の応援の気持ち、

日つた人をほおつてはおけないお気持ちなどに

触れ、私も一息ついて他者を見つめたり考えた

りする時が持てました。

教育の大切さを痛感

私は10年くらい前インドに行きました時、大変

大きな衝撃を受けました。人々は貧しくても美

しい色のサリーを着て土木作業をしていました。

私たち以上にゆつたりしたゆとりを感じました。

一方、ほつたて小屋のような粗末な家がぽつん

とある田舎であつても、電気が来てさえすれば

テレビがありました。井戸水や トイレよりまず

テレビがありました。また、女性の身分の低さ

にも驚きました。教育の大切さを痛感しました。

なんとか私に出来ることをしたいと思い、フオ

スタープランの里親に応募いたしました。イン

ドの女性に絞つて援助しましたが、思 うように

勉強を続ける子供は少なく、少しがつかりしま

したが、里親 として続けています。これ以外に

もユニセフや 日本赤十宇などの寄付をしていま

すが、寄付が活かされているのか少 し疑問を

感 じていました。

ベ トナム子供基金のことを新聞で知 り、後に

テレビでホゥエ先生のお話を聞き、これだと思

いました。将来のベ トナムを担 う人材を育てる

ため、人柄や学力の優秀な子供が勉強を続けて

いけるように、里親制度で援助していく、と理

解したからです。もちろんみんなに援助できれ

ば一番いいのですが、際限なく資金はありませ

ん。国を作るには人を育てなくてはなりません。

第 2第 3のホゥエ先生が続けばすばらしいと思

います。

限りある援助を有効的に

今回の懇談会で、ス トリー トチル ドレンヘも援

助をなさつたとうかがいましたが、もちろん重

要なことであり意味のあることですので、何も

意見が言えませんでした。 しかし、援助する側
から言いますと、そうい う意味での寄付は違 う

組織でも出来ます。私 自身毎年 しております。

毎年外国へ行く機会があり、貧 しい人やス トリ

ー トチル ドレンを見ます。見た者をほおつてお

くのは大変つらいものがあります。しかし際限

なく援助は出来ません。

ベ トナム子供基金の使い道は、他の支援団体

とは違い、ベ トナムを再建できる人材を育てる

ために使つていただきたい と考えます。ベ トナ

ムの農村を見ますと、一昔前の日本のように整

然と手入れされた水田が広がつていました。勤

勉なベ トナムの将来に期待 しています。

詳しい事情も知 りませんのに、私事を書きま

したが、いつも皆様のご苦労に感謝 しておりま

す。

7月 29日  京都市左京区
千田幸子
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ベ トナムヘの旅

～子供たちの検舎をたずねて～

神谷尚代

今回の旅ではホゥエ先生のお計らいにより、ベ

トナム子供基金で資金提供をして建設 した小学

校、中学校の様子を見せていただきました。

8月 17日 、ベンチェー省の小学校の完成引き渡

しに同行しました。ホーチミン市から車で 2時

間、メコンデルタの町ミトーにつきます。そこ

からフェリーで対岸に渡り、さらに車を走らせ

40分、人民委員会の事務所で委員 6名 と小船に

乗 り換えました。川をさかのぼること20分、竹

で編んだ筒を沈めウナギを捕る人、ヤシの実を

積んで行く舟を見ながら船着き場に着きました。

ここからは徒歩です。ひと1人がやつと通れ

る細い道。ヤシとブーゲンビリアの木陰にヤシ

の葉で編んだ小屋が見えます。洗濯物が干 して

あるから、ここに住む人がいるのでしょう。ハ

イビスカスの木に囲まれて、ベ トナム戦争で亡

くなつたのであろう方たちの墓がありました。

バナナの林の中の一本道、バナナの葉を通して

射す 日は薄緑色。緑の濃淡の中に、ブーグンビ

リアの濃いピンク、ハイビスカスの赤を配色し

た豊かな、穏やかな色の世界です。 「なんて美

しい所なの。こんなところに住んでみたいわ」

と言 う私に、青来奨学会の高橋佳代子 さんは

「ここに住むのは大変よ」とおつしゃいました。

小さな水路に沿つたヤシの木の角を曲がると、

銀色に輝く屋根に黄色 と自の外壁をもつ建物が

現れました。これが、今回完成した小学校です。

「これはちょつとぜいたくすぎる建物ですよ」

ホゥエ先生は笑いながらおつしゃいました。ま

た 「もしこの建物をODAで 作つたら、この予
算の 5～ 6倍はかかるでしょう。村長をはじめ

村の人たち、人民委員会、建設業者がよく話し

合い、また私たちも小まめに足を運ぶことによ

つて、子供たちに役立つよいものができるので

す」ともおつしやいました。

床をたたいてみました。コンクリー トが使わ

れています。壁も天丼もしつかりしています。

これだけの資材をあの細い一本道を使つて運ん

だのですね。たくさんの人の汗で出来たのだと

いまさら思いました。高橋さんが言われた 「こ

こに住むのは大変よ」がわかりました。

ピカピカの教室で、引き渡しの書類交換が始

まりました。言葉 と共に交わされる書類は、ノ

ー トを破つたものに手書きです。学校には トイ

レも給水設備 もあ りません。ホゥエ先生は、

「村の人達と人民委員会でよく考えて子供のた

めになるようにしなさい」とおっしゃいました。

ただお金を出せばよいのではないのです。その

代わり、建設費の余った予算で新しい机といす

をいれようと、話 し合われていました。

こうして引き渡 しは終わりました。あとは 9

月の新学期に開校式をするそうです。

ホーチミンから所要時間 4時間、子供たちに

教育の場をと考えるなら、何よりも現地に行き

現地の状態を知 り、地元の方とどうすればよく
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なるかを話し合つた うえで行動することが大切

なのだと今一度再認識 しました。

あふれる緑の中の黄色と自のがつちりした建

物には「ベ トナム子供基金寄贈」のプレー トが

付けられ、子供たちに守られて行くのでしょう。

8月 18日 、クチ郡の中学校にお邪魔しました。

この学校は北陸ベ トナム友好協会が資金提供を

して建設されたとのことです。この近くには中

学校がなく、子供たちは17キロ先の学校に通つ

ていました。しかし、赤土のぬかるみ17キ ロを

通うのは並大抵のことではありません。たくさ

んの子供が学校を去つて行きました。

昨年 8教室ができあがり、学校が始まりまし

た。多くの生徒が学校に帰つて来ました。この

学校の建設については、地元の新聞にも大きく

取り上げられたそうです。今回 6教室が完成し

ました。 3年計画で、来年度はグラウンドを整

備し立派な学校になるのです。地元のタイホア

新聞社のニャント社会福祉部長、カメラマン、

ホゥエ先生、高橋さんと5名で訪問しました。

クチ郡はホーチミン市に属します。でも市内

とは一変していました。どこまでも続く稲田、

潅木の林が低くてまばらなので見通しがますま

すよくなつています。 「15年前までは、枯れ葉

剤の影響で何も生えませんでした。今ある木は

15年くらい育つたものです」ホゥエ先生がおっ

しゃいました。戦争を感じました。赤土の上に

アスファル ト舗装がされた国道は遠くカンボジ

アまで続くそうです。道路に陽炎が立って歪ん

で見えるのだと思つたら、本当にでこばこでし

た。おしゃべ りをしていたら舌をΠ歯みます。

途中、国道 と別れ、赤土の細い道を15分ほど

行くと広大な草原に立派な建物が見えました。

コンクリー トプロック作りの平屋建の校舎が 2

棟、威風堂々とそびえています。緑色の屋根に、

ベージュの壁、ひさしが深いせいかとても落ち

着いたたたずまいです。校長や郡教育課長ルア

ンさんなど5名が迎えてくださいました。

学年末休みですが、生徒たちは補習を受けて

いました。完成した校舎を見て回ります。 「サ

ッシをアルミにしたから明るいでしょう」ホゥ

エ先生がおっしゃいました。事務室で引き渡し

が始まりました。書類が交わされた後、ホゥエ

先生は、 「1年間使つた校舎が汚れている。北

陸ベ トナム友好協会の方が見えたらがつかりす

るだろう」と声をあらげられました。確かに新

しい校舎の割に汚れが目立ちました。特に トイ

レは、日本の学校では考えられない位悲惨な状

態です。でも、これがこの国では普通だそうで

す。学校では生徒による清掃時間はありません。

専門の人を雇つて掃除をしますが、雇えなけれ

ばそれまでのことです。 「日本では生徒が使つ

た後をきれいに掃除している。ここでも校長 と

して教育すればきれいになるはずだ」ホゥエ先

生の怒 りに校長先生はちょっとけげんな顔をな

さつていました。 10月 には北陸ベ トナム友好協

会の方がみえて新しい校舎も使用が始まります。

今度はきっと校長先生の教育方針として清掃活

動がなされるのではないでしょうか。

メコンデルタ洪水被害緊急支

H月 16日 付号外で 「避難所兼学校の建

設」のための支援をお願いしましたと

ころ、35件25万6300円 (12月 8日 現

在)の募金がありました。これに加え、
これまでに「ベ トナム子供基金 。緊急

支援」日座に募金 していただいた基金

を充てて支援を行 う予定です。皆さま

のご支援をお願い申し上げます。

青葉奨学会からの連絡によると、現

地新聞社と協力し、建設地を策定中で

す。候補地としては、被害の大きかっ

た ドンタップ省が挙げられています。

支援の経過につきましては、本通信と

ホームページ (http://― .yk.rim.or.

jp/～ vnr/kOdomO/kodomo.html)で 随時

報告していきます。
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人情の街 サイゴン その 2

本稿は、通信NO.14か ら連載の「ベ トナム滞在

記」を改題したものです。 (編集部)

おばちゃんとのコミュニケーションはまだまだ

目を覆 うモノがあつたが、私は毎朝ここでパン

を食べ、1日 2回以上はコーヒーを飲んだ。しか

し、この憩いのひとときは休み時間に群がつて

くる学生たちに容赦なくさらわれてしまうのだ。

「先生は新しい先生ですか ?」 「先生は白いで

すねぇ、きれいですねぇ」

出た。一瞬にして私はベ トナム人の “美白神

話"を思い出した。

神戸で日本語を教えているころ、なぜかベ ト

ナム人学生は私を「きれいだきれいだ」と賛美

していた。

「ほほほ。彼 らには私の美しさがわかるのね」

などと納得していた私がフィリピンの離島への

旅行から帰つてきた時のこと。一人の学生が腹

立たしそうに、

「はぁ。先生はもうきれいではありません」

と、ため息をついたのだ。ちょつと口焼けをし

ただけではないかあ― !

事実、彼らは白い肌にヨフい。だから若い女

性は日中外出する時には必ずなが―い手袋とマ

スク、帽子を忘れない。とにかく、新しいモン

好き 。白い肌好きのベ トナム人のソボを2つ と

も押さえていた私は、

「つかの間の賛美、素直にお受けしよう。ど―

せもうすぐもつと新しい先生が来るんだから。

ど―せすぐ黒くなるんだから」

と、みんなにあいそを振りまいた。

数 日間の授業見学が終わり、ついに私の担当

クラスが決まつた。車で 1時間の郊外にある日

本企業に採用が決まつたばかりの20名。ベ トナ

ム人先生とペアを組んで「あい うえお」から教

脇 平 裕 美

えることになつた。先生も学生も 1年生だ。初

日の開校式が終わり、ベ トナム人先生がオリエ

ンテーション。

「日本人は時間に正確。絶対に授業に遅刻 しな

ヤヽようイこ」

うんうん、これは最初にゆつとかんとね。

「持ち物は、ペンとノートと…」

そ、そこまでゆわなあかんのか…。

こうして、朝の苦手な私が 6時半にホーチミ

ンを出発し、 7時半から「みなさん、おはよう

ございます !」 と元気に授業をするようになつ

たのだ。ちなみに交通手段は学校のバン。そし

てこの国の朝のラッシュがまたすごい。なにせ

バイクが優先なので、街を出るのにひと苦労な

のだ。通勤ランシユはどこの国でも大変という

ことなのだろう。この車、もちろんエアコンが

ないので窓は開けつ放し。帰宅後のシャワーで

排気ガスで黒くなつた泡が流れるのを見るたび

に、

「私つて別に白髪染め、してへんやんなあ」

と自分に確認する。

私の担当したクラスは幸運にも特に仲が良く、

人懐つこい学生ばかりだつた。

「私 (“私たち"はまだ習つていないので)、

先生、カラオケ」

これだけでカラオケヘ連行 されたこともある。

「先生、カメラ」

学校の前の公園を指差し、一緒に写真を撮つた

こともある。

「先生、カラオケ、 ドラえもん」
教室で ドラえもんを歌わされたこともある。拍

手喝采。ここは幼稚園 ? 言葉が通じないぶん
表情も豊かになるのがわかる。

しかぁし。さつそくいた。遅刻してくる学生

が。一度日は注意を促して終わつたが、度胸の
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いいコトにまたもや遅刻してきたのである。し

かも、不機嫌な顔の私を見て、

「先生、だいじょうぶ、だいじょうぶ !」

と突顔。プチン。キれた私は怒鳴つた。母国語

で。関西弁で。

しぃ～ん。私は 「せ、先生が怒つている…」

とい う事実だけ伝わればいい、と思い、平然と

授業を続けた。

こんなに大好きな学生たちが、遅刻という基本

中の基本のことで日本人上司の信頼を失つてほ

しくない。これだけはどうしても伝えたかった。

日本社会に一歩踏み入れてしまつたからには日

本人の「当たり前」を分かつてほしかつたのだ。

…ま、小学校の集団登校には間に合つたためし

がなく、中学校では遅刻のせいで繰 り返し日直

をやらされていた私を、彼らはもちろん知る由

もないが。

企業クラスを受け持つたびに、生意気にも私

はこの点だけは妥協せずに教えた。

ある日、「私は～です」 「これ、それ、あれ

は～です」や挨拶 しか勉強していない、まだ始

まつて間もないクラスでまた出た。遅刻者が。

私はあきれ顔で自分の時計を指差し、「すみま

せん」という言葉を促そうと手を耳にやつた。

するとその学生はにつこりと微笑み、自信たつ

ぷ りに、

「先生、それは時計です」

……。完壁な応えに腰が抜けた。完敗。そう、

これは時計…。

「は、はい、そうですね。席へどうぞ。」

と言つてはみるが、この意外な展開に笑いが止

まらない。と同時に、

「この前の学生もこういう “かえし"を してい

れば怒られずにすんだのに」

と、涙目になつていた彼を思い出し、あの時怒

鳴ってしまつた自分にもちょこつとだけ反省 し

た。 (つづく)

□■◇◆

ベ トナム点描 ローコーヒー豆屋一

中原和夫

ホーチーミン市のあちこちにベ トナムヨーヒー

を売つている店がたくさんある。特にベンタイ

ン市場の中には、何軒ものコーヒー豆屋さんが

並んで店を出している。今回の旅のおみやげに

コーヒー豆とフィルターを買つて帰ろうと、い

ろいろな店を覗いて歩いた。

どの店も、同じ種類の豆の店頭表示価格は同

じである。一番高い豆が100グ ラム当たり 1万

8000ド ンの店もあれば、 2万4000ド ンまでの高

級品を置いてある店もある。店の前に立つと、

店のオネーサンが、すぐに豆を一掴みほど豆挽

き機に放 り込んで、ほら、こんなに良い香 りで

しょうと客の鼻先に持つてくる。どの店もそう

するので、無駄になるから豆を豆挽き機に入れ

ないで、といちいち言わないといけない。

さて、いよいよコーヒー豆を買お うかとい う

段になつたら、隣り合った店同士の激しい客の

争奪戦に巻き込まれた。あつちの店のオネーサ

ン、こつちの店のオネーサンに両方から腕を引

つ張られる。どうしてうちの店で買つてくれな

いのよ !(こ れは、日本語) なんとも収まり
がつかなくなり、また後でと言つて、ここで買

うのは諦める。少し離れたところにたどり着い

たところで、若いオニーサンがよってきてささ

やく。私の店は、 1軒だけ離れたところにある
から大丈夫ですよ。あの人たちには見つからな

いから。

ちょつとばかりくたびれて、今回は、コーヒ

ー豆購入は諦めた。 (2000年夏のベ トナム ドン

と日本円の交換率は、約130ドン/円 であつた)

‰
Ⅷ
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事 務 局 よ り

ベトナムでは9月 から新学期に入りました。そ   在スタッフ、高橋佳代子さんの連載 “GAP LAI
れにともないホーチミンの青葉奨学会より里子   NHE"(ま た会いましょう)は休載しました。
の新しい履歴票が送られたきました。事務局で    訂正 ベトナム子供基金通信号外
それらを翻訳し、里親のみなさまに送りました。  つぎのように訂正します。
しかし、一部お送りできていない物もあります。  ● 2ページ左段 4行 日と35行 目
それらは、今年高校 (12年生)を卒業した里子、  「キエンザン省」→ 「ティエンザン省」
成績が悪くなつた生徒達などの分です。高校を卒   ● 2ページ左段 6行日
業した生徒については、その後大学に進学したの   「ロンスエン省」→ 「アンザン省」
か、就職したのか、浪人中なのかを確認中です。   ● 2ページ右段39行 日
また成績が悪くなつた生徒については、どれく   「水位が高いところはどこがらが川なのかまつ

らい悪くなつたのか、なにか特別な理由があるの   たくわからない」→ 「水位が高いところでは、
か等をしらべています。履歴票は今しばらくお待   どこからが川なのかまつたくわからない」
ちくださぃ                   03ペ ージ右段 9行 日

「メコンデルタ洪水被害緊急支援」について   「この村の人口は約15万人」→ 「この村の人口
は 7ページをご参照ください。ホーチミン市駐   は約 1万5000人 」

べ トナム子供基金会員募集

里親基金

年額一 口

20,000円

特定の 「里子」に奨学金を支給す

る里親になつていただきます。

ベ トナム青葉奨学会から子供の履

歴票が届き、子供 と手紙のや り取

りができます。

会費納入は次のところに

お願いいた します。

口座名義はいずれも

「ベ トナム子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

富士銀行駒込支店

普通預金  1495745

一般基金

年額一 口

12,000F]

子供たち全体の 「里親」 と関係を

想定 しています。子供基金通信に

よつて、会の運営、子供たちの様

子等をお伝えします。

賛助基金 一般基金に準 じます。

金額、回数等、いつさい 自由です。

「緊急支援」にご協力 くださる方は次の ところにご送金 ください。

日座名義 :ベ トナム子供基金 。緊急支援

垂IttE初更驀手 : 00170-5-18054

銀行振込 :富 士銀行駒込支店 普通預金  1602525
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